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本市
不登校の現状

令和元年度

調査結果より



長期欠席の
状況
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小学校 中学校

※ 「1000人当たり」：
児童生徒1000人当たりの不登校児童生徒数



欠席日数
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小学校では30～89日の欠席児童が1,226人（59.2％）、中学校では90日以上
の欠席生徒が2,332人（61.7％）と不登校全体の半数以上を占めています。
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新たな不登校の状況 新たに不登校となった児童生徒数は全体の50.4％（前年度45.7％）です。
中学１年生では新規生徒の占める数が多くなっています。



不登校の要因と考えられる状況
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不登校児童生徒が相談指導を受けた機関
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調査結果から

不登校の背景要因は複数が絡み合っている現状
にある。

不登校は、充たされていない様々な児童生徒の
ニーズの表出である。

① 対策には、より専門的なアセスメントに基づく
支援が求められる（専門性に基づくチーム体制）

② 対策には、児童生徒の様々なニーズを充た
す学校環境の整備が求められる。（学校風土づく
り）
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A中学校の取組

～1人の生徒を全教職員で育てる～
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取組のきっかけ

多くの不登校

• 在籍生徒数600人のうち30
人（約５％）近くの不登校

• 非行等の問題行動への対
処で、声を上げにくい不登校
生徒への対応が十分でない
状況

学年の孤立

• 不登校の生徒への対応は学
年が担うことになっていたため、
多くの不登校を抱える学年
は、手が回らない状況

• 走り回る当該学年を冷やや
かに見つめる他学年

• 疲弊しても「SOS」が出せな
い職場環境に…

教員の疲弊

• 助け合えない職場環境に、
３年で異動を希望する職員
が増加

• 見知った教員が少ないことか
ら、学校に愛着を持てず暴
れる生徒

• 毎日が見通しのもてない対
応の連続で、疲弊する教員
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校長の決意

職員の個々の活動はできている。

けれども、チームになるのが難しい。

先生のHAPPYが子どもの笑顔をつくる。

なら、

“一人の生徒を全教職員で育てる”

ことを目標にしよう！

教員へのスローガンは、

「職員の美しい心が寄り添う中で、
A中学校の文化を生み育てる」としよう！
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不登校生徒一人ひとりの

現状把握

（ＳＣ、ＳＳＷを活用した

アセスメントの実施）

アセスメントに基づく支援

の方向性の確認

学校長から職員への趣旨

説明

生徒指導専任教諭、特

別支援教育Co.から全教

職員に取組への思いを語

る

会話と調和により、“誰も

が”働きやすく、居心地の

よい職場づくりを目指す

魅力ある職場の雰囲気

は、生徒にも“支えあい”を

伝えられることを確信

A中学校の不登校対策の経過
【開始期】
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不登校・登校しぶり・不

登校のリスクが高い生徒

リストの共有

定期的なモニタリング

と専門職による再ア

セスメント

学級に入りづらさを感じて

いる生徒の受け皿となる

特別支援教室の

環境整備

特別支援教室運営のた

めの人の手配（全ての

教員が運営に入る）

誰もがすぐにサポートに入

れる共有方法の構築

A中学校の不登校対策の経過
【形成期】
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不登校の見える化

リスト
• 経過・課題（支援ニー
ズ）・支援方針の確認

• 予備軍の把握
• 定期的な点検

掲示板
• 登校予定の生徒名
• 登校した生徒名
• 担当する教員名
• 職員室で一番、目立
つ場所への掲示

個別の日誌
• 生徒自らがその日
の計画と帰宅時間
を決定

• 個別のニーズに沿っ
た組織的な対応

・定期的な
・専門職の関与
・防止対策（早期支援）

誰が来ているのか
→顔を出そうかな…
誰が担当しているのか
→後で話を聞こうかな…

・主体性の尊重
・無理のない計画
・個別のニーズに
沿った組織的な対応
（一貫性のある指導）

不登校児童生徒支援員がサポート
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個
人
記
録
票
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担
当
者
記
録
票

評価・評定や
行事などへの参
加については、
予め教科担当
や学年会で

目安を提示して
もらい、

教員と生徒間で
確認する。

👇

見通しを
共有する
ことでの
安心の場の
提供



様
々
な
変
化
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全ての教員が不登校に関わるようになり、子どもを見守る眼が育った。
これにより、あらゆる場面で教員が生徒の変化をキャッチし、当該学年に伝え
られるようになった。

情報共有が日常的になり、学年間の垣根が低くなることで、

職員室の 雰囲気が大きく変わった。

各教員が、校長や専任が声を掛けなくても、

学年を超えたフォローに入るようになった。

開設３年目の特別支援教室卒業生が、

「私はA中学校特別支援教室の出身です！」と胸を張って宣言。

小学校で完全不登校だった生徒が、特別支援教室に登校。
卒業式にどうしたら参加できるかを学校全体で考え、２分半の参加の形を整え
たところ、本児は卒業証書を檀上で受け取ることができた。



不登校生徒の経年変化
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初年度 ２年目 ３年目 ４年目

不登校生徒数
（％）

３５
（約5.9％）

３２
（約5.4％）

２３
（約3.9％）

１８
（約3.1％）

学校の取り組む

特別支援教室
開設

全職員による
運営体制構築

養護教諭加配の
利用

特別支援教育
加配の利用

環境整備 公平な授業数分担 加配をハブにした情報連携
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A中学校の取組は、まさにチームとしての学校

1. 専門性に基づくチー
ム体制の構築

• これからの学校に必要な
教職員、専門能力スタッ
フ等の配置を進めるとと
もに、教員が授業等の専
門性を高めることができ
る体制や、専門能力ス
タッフ等が自らの専門性
を発揮できるような連携、
分担の体制を整備する。

2. 学校のマネジメント
機能の強化

• 教職員や専門能力スタッ
フ等の多職種で組織され
る学校がチームとして機
能するよう、管理職の
リーダーシップや学校の
マネジメントの在り方等に
ついて検討を行い、校長
がリーダーシップを発揮
できるような体制の整備
や、学校内の分掌や委員
会等の活動を調整して、
学校の教育目標の下に
学校全体を動かしていく
機能の強化等を進める。

3. 教職員一人一人が
力を発揮できる環境の

整備

• 教職員や専門能力スタッ
フ等の多職種で組織され
る学校において、教職員
一人一人が力を発揮し、
更に伸ばしていけるよう、
学校の組織文化も含めて、
見直しを検討し、人材育
成や業務改善等の取組
を進める。

ＳＣ・ＳＳＷが学校の一員として不
登校生徒のアセスメントに積極的

に参加できた。



支援の最前線
としての
特別支援
教室
（学校）

※不登校児童生徒支援員
（20名を配置）
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現在の本市の
不登校児童生徒支援事業

ハートフルフレンド（家庭訪問）
ハートフルスペース（居場所）

ハートフルルーム（ゆるやかな授業）

民間フリース
クールとの連携

保護者
の集い

アットホーム
スタディ事業
（学習支援ソフト）

家庭訪問
による学習
支援事業
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専門職の活用（明確な位置づけ）

学校での
支援

外部支援
の申請

モニタ
リング

各段階でのSC・SSWの利用を明確に位置付けた。
SC・SSWの専門性の向上を目指した人材育成体制を構築

これにより
こども・保護者・学校が相互に葛藤を抱えた場合、

専門職の介入が可能に



今後の課題
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• 学校体制の核となる児童支援専
任教諭が支援に注力できる体制

支援する人手の不足

• 専門職が更に専門性を身に着け、
発揮できる体制

複雑化する不登校の背景
要因

• 多職種をマネジメントする
学校経営

多忙化する業務

ご清聴、ありがとうございました。


